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【サマリー】 
一般社団法人都城青年会議所 ２０２１年度 

野球部会 
部会長 内村 卓哉 

設置背景 

１． 健康は、一人ひとりが自分らしく生きていくための前提であり、また、明るく豊かな
社会を目指し青年会議所活動に関わる上での資源です。しかし青年会議所活動や社
業、家族との時間に追われ、健康への取り組みとしての運動を行えていないメンバー
が多く見受けられるため、恒常的な取り組みが必要です。 

２． ＬＯＭの活動を円滑に進める為にはＬＯＭメンバーの強い繋がりも必要となります。
しかし、会員の入れ替わりが毎年行われる青年会議所においては横の繋がりを持たな
いメンバーが増えていきます。その為、委員会の垣根を超えた交流を行う機会を創出
することが必要です。 

設置目的 
１． 健康増進に主眼を置いた活動を行い、各個人の運動に対する意識を変革することを目

的とします。 
２． 部会メンバー交流を通じてＬＯＭメンバー相互の繋がりを作り、会議所活動の発展に

寄与することを目的とします。 

活動概要 
１． 健康増進に向けた活動を計画、実施することで各部会員が目標をもって自主的で長期

的に運動に取り組む楽しさを知って頂きます。 
２． 基礎的な運動から始まる部会活動を実施し、より多くのメンバーの交流を図ります。 

ＫＧＩ 
（目標達成指標） 

１． 各部会員目標体格指数（ＢＭＩ）の維持継続率１００％ 
２． 部会活動を通した繋がり強化による例会出席率年間平均１０％向上 

ＫＳＦ 
（ＫＧＩ達成のポイント・プロセス） 

１． 各部会員が自身の生活について更に健康的に改善できるようガルーンにて情報発信
と部会活動の案内を行います。 

２． 運営監事を各委員会の若手メンバー等にお願いし、部会活動参加率向上や連絡による
コミュニケーションでメンバー間の活性化を図ります。 

ＫＰＩ 
（ＫＧＩ達成のための中間指標） 

１． 各部会員目標体格指数（ＢＭＩ）１００％達成 
２． 部会員の新たな友人関係５名以上の形成 

ＳＤＧｓ ３「すべての人に健康と福祉を」 

政策手法 

１． 
①理由：多忙な青年会議所メンバーが自身の生活習慣の改善を行うため。 
②手法：各個人で目標を立て、達成の為に運動に取り組む機会を与える活動を実施します。  
③行動：メンバーが自身の健康への意識を変える取り組みを行います。 
２． 
①理由：ＬＯＭメンバー間の繋がりを築くため。  
②手法：多様な運動方法を取り入れ、共に運動を楽しめる交流機会を与える活動を実施します。 
③行動：今後の青年会議所活動を円滑に遂行するための絆づくりを推進する取り組みを行います。  

パートナー 公益社団法人 日本青年会議所 九州地区 宮崎ブロック協議会 
都城ＪＣシニアクラブ 

 
【事業計画】 

１．九州地区ＪＣ野球大会宮崎ブロック大会への参加 
２．野球部会会員交流会の開催 
３．他ＬＯＭとの交流会 
４．その他目的達成に必要な事業 


